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平城京内でのガラス月ヽ玉鋳型の出土地

平成 12。 13年度に、史跡大安寺旧境内で行った

2箇所の発掘調査でガラス小玉の鋳型が1点ずつ出

土 しました。

播饒跡 (苦播跡)(上図-1)

現在の大安寺の南にある、人幡神社参道のさら

に南に広がる一帯が塔院跡です。ここに残る東西

二つの土壇が塔跡で、このうち西塔跡の周辺

で調査を実施しました。塔跡周辺では特に目立っ

た遺構は見つからず、塔の西側で、塔に先行する

条坊区画の側溝と思われる溝と、敷地の西端から

外へ向かって下っていく瓦の堆積層が確認されま

した。

こ だま  い がた

ガラス小玉の鋳型は、塔跡の上壇の北で見つか

った、東西約1.5m、 南北1.Om以上、深さ0.5m以上

と推定される土坑から出土しました。

賎院跡推定地 (左図-2)

賎院跡は、大安寺の北東に所在する大安寺幼稚

園の一帝、すなわち大安寺旧境内の東端に推定さ

れています。これまで賎院跡では、礎石建物の根

石や基壇、樽組の井戸などを確認しています。今

回、同幼稚因での発掘調査で、奈良時代や平安時

代の掘立柱建物・塀、溝、井戸、土坑を検出しま

した。

見つかったガラス小玉の鋳型は断片で、南北

1.Om、 東西5。8m以上、深さ0.2～ 0.4mの上坑から、

奈良時代の瓦や平安時代の上器とともに出土しま

した。この鋳型は、平安時代以降にこの上坑に廃

棄されたようです。

平城京域では、大安寺旧境内出土品をあわせて

ガラス小玉の鋳型が 4箇所から出土しています。

それは下表の通りです。

また、ガラス小玉製作の際に鋳型とともに使用

する対蝸は、この 4箇所では出土していませんが、

平城京内のいくつかの発掘調査では、ガラス滓

(く ず)の付着した対輛が出土しており、ガラス

(玉)の生産が行われていた場所がいくつかあった

ものと思われます。

大安寺旧境内出上のガラス小玉の鋳型

史跡大安寺旧境内 奈良市大安寺一丁目、東九条町

平城京内で出土したガラス小玉鋳型
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番号 遺跡名 出土地
製品の直径
(mm)

芯棒の痕跡 焼成状態

1
史跡大安寺旧境内

(西塔跡)
奈良市東九条町 4.5～ 5,0 あ り 土師質

2
史跡大安寺旧境内

(賎院跡推定地)
奈良市大安寺一丁目 3.5-4.0 あ り 土師質

０
０
平城京跡

(左京五条二坊三坪)
奈良市大安寺町 2.0～ 3.0 あ り 須恵質 (瓦質)

4 平城京跡
(左京三条一坊十一坪)

奈良市三条大路二丁目 3.0 あ り 土師質
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ガラス小玉を作る 奈良時代にガラス小玉をど
のように作ったのかは、次の 2つの資料が手がか

りになります。 1つは正倉院文書にある『造仏所

作物帳』です。この文書には、天平 6(734)年 の

興福寺の西金堂を造営する際に、どういう材料を、

どれくらい使って、何を作ったかが詳細に記され

ていて、その中にガラス小玉に関する記述があり

ます。いま 1つは、奈良県明日香村でみつかった

飛鳥池遺跡です。この遺跡では、ガラスの生産に

関わる遺物も出土し、ここでガラスが作られてい

たと考えられています。これらの資料を手がかり

にすると、ガラス小玉は以下のようにして作られ

たのではないかと考えられます。

(1)原材料の入手 ガラスの原材料は、方鉛
鉱、輝安鉱、石英といった鉱物です。奈良時代に

は国内で採らた鉱物が使われていたようです。

(2)鷲鋼・鋳型の製作 対蝸、鋳型はいずれ
も粘土を焼いて作ったものです。対蝸は砲弾のよ

うな形をしており、きめの粗い粘土の中に石英の

小粒を混ぜて作られています。この対渦には、蓋

もあります。鋳型は厚さlcm程の粘土の板の片側

の面に直径 3～ 5mmの半円形の小さな凹みをた

くさん並べたものです。凹みの底には、芯棒を立

てるための、直径が lmmに も満たないような極

く小さい穴があけられています。

(3)ガ ラス板を作る 先の鉱物を調合し、対
蝸に入れ、炉の中で加熱します。出上したガラス

小玉には、いろいろな色がありますが、ガラスに

色を着けるのは、主に銅と鉄が使われたようです。

銅は酸素が不足した状態では赤褐色に、酸化した

状態では緑に発色し、鉄分を含んだ赤土を加える

と、黄色や褐色のガラスを作ることができました。

このようにして、できたガラスを鋳型に流し込み、

ガラスの板が作られました。

(4)ガラス小玉を作る ガラスの板を細かく
砕いて、そのガラス片を鋳型の凹みの中に入れ、

芯棒をたて、下から熱します。熱せられたガラス

片は、表面張力で丸くなります。芯棒には、針金

や植物の≧が使われていたようです。そして、ゆ

っくり冷やされ、できたガラス小玉を鋳型から取

り出し、砥石で磨いて仕上げたとみられます。
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紐通し孔用芯棒

1.鋳型 粘上に勾玉形の凹みをあけ、紐
通し孔となる芯棒を立てる

2.鋳込み ガラス滓
(屑)を盛り上がる

ように詰め込む

ガラス句玉

3.加熟 鋳型ごと熱してガラスを
溶かす

ガラス小玉

ガラス勾玉・小玉の作 り方

(2001大田区立郷土博物館編『ものづくりの考古学』)
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分平城京跡出上の「 形土製品

平城京跡 (右京二条二坊十五坪) 奈良市横領町

調査地位置図

「分銅」形土製品 1/2

平成13年度に行なった、近鉄西大寺駅南土地区

画整理事業地内の調査において、珍 しい「分銅」

形土製品が出土しました。

調査地は、平城京の条坊復元では、右京二条二

坊十五坪の南半西端にあたり、平成 5年度の奈良

市の調査成果によれば、西二坊大路の一部が調査

区内を通ると推定されていました。

調査の概要 検出した主な遺構には、掘立柱
建物跡、掘立柱塀跡、井戸跡、溝、土坑、池跡が

あります。

掘立柱建物跡は 7棟分確認しました。柱穴が小

さく、建物の主軸が四方位に対して振れているも

のが目立ち、鎌倉時代以降のものが多いようです。

奈良時代の可能性が高い 1棟は、南北 4間 (9.6m)、

東西 2間 (3.6m)の南北に長い建物です。

井戸跡は 3つ見つかりました。 2つは井戸枠が

ほとんど残っていませんでしたが、 1つ は約4.5m

四方で深さ約 3mの穴の中に、約0.6m四方に縦板

を組んだ方形の井戸枠が残っていました。そして

この枠を囲むように外側にも縦板が廻っており、

この井戸が作 り替えられたことがわかりました。

井戸の中からは奈良時代後半の土師器や須恵器が

出土しました。

溝はいくつか検出しましたが、そのうち発掘区

の中央を南北に貫く滞は幅約 lm、 深さ0.3m前後

で、平安時代末頃の遺物が出上しました。建物や

井戸はすべてこの溝より東側で見つかっており、

この頃にこの溝によって宅地が改めて区画しなお

されたようです。このほか発掘区の西壁際で、幅

9m以上、深さ0.3m以上の溝を検出しましたが、

以前の調査から考えるとこの溝が西二坊大路の東

側溝に当たる可能性があります。

また、発掘区の北西部は地表から3m位 まで粘

土と砂が溜まっており、その中には江戸時代の陶

磁器などが含まれていました。その縁は杭を打ち、

竹を渡して護岸が施されており、当時このあたり

が溜池のようになっていたと推測されます。

「分鋼」形土製品 「分銅」形土製品が出土し
たのは、奈良時代と思われる掘立柱建物に重複し

て掘られていた、直径約 lm、 深さ0.3mほ どの小

さな土坑です。何かを抜き取った跡を埋めたよう

な状態がうかがえましたが、何のために掘られた

ものかははっきりしません。いっしょに出上した

遺物からみると、土坑が埋められたのは平安時代

に入ってからと思われます。

出上した F分銅」形土製品は、土を焼いて作っ

たもので、高さ4cm、 底面の直径が 3cmの釣鐘

形をしています。表面は磨かれ、焼き上がりによ

って銀灰色となっています。

この「分銅」形土製品の重さは36.43gあ ります

が、焼き物であるため、ものの重さを量る「分銅」

として、正確に作るのは無理であったと思われま

す。また、金属と違って損傷しやすので、実際の

秤として使用するには適していないと考えられま

す。したがってこの製品は、何かに付けた錘か飾

りのような目的で作られたと考えるのがよいと思

われます。



古代の分鋼 (錘 )について 古代においては、

ものの重さを量る錘は、天秤ばかり用と目盛 りの

ついた樟ばかり用がありました。このうち、天秤

ばかり用の基準となる錘を分銅と言います。材質

は銅や鉄製など金属製のものがほとんどですが、

古代の中国では石製のものや、時代が下って明の

時代には焼き物の分銅もあったようです。形も時

代によって変化しているようで、銀行を示す現在

の地図記号は、近世以降によく使われていた分銅

の形を表しています。近世以前には壺形・笠形・

半球形・釣鐘形など色々な形がありました。

奈良時代の重さの基準は、大宝令 (奈良時代の

法律)で規定しており、斤 。両・分・鎌という単

位を使用しています。 1斤 (約672g)は 16両、 1

両 (約42g)イま4分または24鎌にあたります。

錘は、今までに国内で20数点出土しており、奈

良市内では、 3点が出土しています。これらのう

ち、上の基準に合致するものは、確実に分銅と思

われます。

1は、井戸から奈良時代後半の上器と一緒に出

土し、確実に奈良時代のものといえる資料です。
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銅製で、重さは一斤の半分の 8両あります。形は

金属器の蓋付きの壷を模倣しています。鋳造した

ものをろくろによって形を整えて極めて精緻に仕

上げています。 (平成 6年 奈良市指定文化財)
2は、笠形のものです。銅製で重さは 1の半分

の 4両あります。笠部は放射状に模様を線刻して

います。頚似品が出雲国府跡から出上しています。

3は、釣鐘形で鉄製のものです。表面が錆びて

剥落しているため、本来の重さはわか りません。

1・ 2と は材質も異なり、造 りがあらく、形もい

びつです。使われる場所が違うのか、用途が違う

のかはわかりません。なお、 2・ 3は奈良時代以

降のもので、正確な時期は不明です。

今回の調査で出土した土製品は、 3の釣鐘形の

錘に似ています。平安時代以降のものであること

から、この形のものは他よりも時代が新しい可能

性があります。重さが36.43gで、当時の重さの単

位には一致しないので錘であるかもしれません。

しかし、素焼きであるため、破損しやすく、重さ

が変わる可能性があります。重さを量るのには適

さないのではないでしようか。

・
　
脚

町も

◎M蛮 壁 Ⅷ 2

(錘) 1/2  41ま 報告書 (大和郡山市教育委員会1990)よ り抜粋

奈良県内出土分銅 (錘)一覧表

番号 遺跡名 出土地 時代 形態 材 質 重 さ (Ξ ) 大きさ (cm) 備 考

1
平城京跡

(左京九条一坊二坪)

奈艮 rFl

西九条町
奈良 壺 形 銅 329。 1 (平面径)4.6(高さ)4.75 8両

つ
る
平城京跡

(左京三条四坊九坪)

奈良市

芝辻町
奈良 ? 笠形 銅 174.26 (平面径)4.0(高さ)3.4 4両

3
平城京跡

(左京七条二坊六坪)

奈良市
八条町

奈 良 釣鐘形 鉄 *304.86 (平面径)4.9(高さ)4.9
*錆のため
不正確

4
平城京跡
(右京八条一坊十坪 )

大和郡山市

八条町
奈良 笠形 銅 40.0404 (平面径)1.32(高さ)2.6 1両

5
藤原京跡

(右京二条三坊)

橿原市
醇醐 HIT 飛鳥 笠形 銅 26.762 (底郡径)と。5(高さ)2.3



調査地位置図 (1/15,000)

近鉄西ノ京駅から少し西へ歩むと、西ノ京丘陵

の支脈の緩斜面がはじまります。その斜面の途中

にある住宅地の一画で、今日まで知られていなか

った古墳が発見されました。この古墳を所在地の

地名から六条野々宮古墳と呼ぶことにします。

調査地付近は、近年、宅地化が急速に進み、造

成工事などにより丘陵本来の地形を留めていな

い所が随所に見られます。六条野々宮古墳のある

所も例外ではなく、古墳南辺部は大きく削平され

宅地化しており、東側や西側には既に民家が建っ

ています。幸い古墳の2/3程は宅地裏山の雑木林

として残っていたので、今回の発見につながりま

した。

調査の概要 古墳が所在する場所は、平城京の

条坊復元では、右京六条三坊六坪の坪内に位置し

ます。このため発掘調査は、丘陵上に位置する六

坪内の利用状況を把握することを当初の目的とし

ていましたが、古墳が遺存 していることがわかっ

たため、形状・規模等の古墳の遺存状態を把握す

ることも調査課題に加え、 2度 (平成14年度平城

京第489次調査 。同15年度同第492次調査)に わた

って実施しました。

残念ながら、既に墳丘の築蔑圭ゃ菫罪滝護は

平され残っていませんでしたが、円筒埴輪の据

け穴 2基と周溝の一部を発見しました。

にしのきょうきゅうりょう  こ ふん

第489次調査で検出した円筒埴輪の据付け穴は、

平面が円形で径0.4m、 深さ0.2mを 測るもの (A)

と、平面が楕円形で長径0.4m、 短径0.3m、 深さ

0.2mの もの (B)がありました。大・Bいずれも穴

内には円筒埴輪A・ Bの基底部が残っていました。

円筒埴輸Aの大きさは、直径約26cm、 残存高

17cm程で、最下段の突帯が一条残っていました。

器表面には、横方向のハケメ痕跡や焼成時につい

た黒斑がみられます。

円筒埴輪Bは、長径23cm、 短径20cmで、やや楕

円形ぎみになっており、A同様、最下段の突帯が

一条だけ残存していました。器表面は摩耗してい

るため、ハケメなどの調整痕は不明ですが、黒斑

はみとめられました。

これらの円筒埴輪は、形態的な特徴や調整手法

等の型式的特徴からみて、 5世紀前半頃に作製さ

れたものと考えられます。

このほかに、径0.3m、 深さ0.lm程 の小穴数基と

奈良時代の柱穴及び土坑を 1基検出しています。

第492次調査では、発掘区の大半が現代の撹乱

により遺構が残っていませんでしたが、北端で南

北幅0.9m以上、東西の長さ0.6m以上の溝を検出す

ることができました。深さは、検出面から0,4m程

あります。溝の底部には、自然堆積土と見られる

褐色系の砂や暗褐色系の上が堆積 しており、同層

からは円筒埴輪片の他、奈良時代の須恵器の破片

なども数点出土しています。

さらに、この上層の直上の堆積上には、室町時

代の土器片が含まれており、堆積状態からも室町

時代以降になって人為的に埋められていることが

わかりました。土層の状態からみて、古墳の周溝

は、少なくとも奈良時代までは壊されずに存在し

ていたことが理解できました。

ただ、墳丘の集成土が削平された後に、奈良時

代の柱穴や土坑が掘 られていることから、墳丘

部分は奈良時代以前に壊されていたことがわかり

ます。

初めて発見された西ノ京丘陵の古墳

六条野々宮古墳 奈良市六条一丁目

削

つ付

十



古墳の形と規模 墳丘の築成土や古墳の南辺部
が削平されて残存していないため、推測すること

はかなり難しいのですが、埴輪据付け穴と周溝の

位置関係から推測すると以下のように考えられま

す。

①周溝は、その一部を北側でしか確認していま

せんが、地形からは少なくとも東側及び西側にか

けてはめぐっていた可能性が高い。

②第489次調査地では、埴輪据付け穴以外にも

小穴を幾つか検出しています。小穴内では、埴輪

や据付け痕跡などは確認できませんでしたが、穴

の大きさは円筒埴輪本体の径に近似しているもの

が多くあります。後世に埴輸が抜き取られた結果、

単なる小穴となって遺存していたものと推測でき

ます。A・ Bの据付け穴とこれらの小穴は、一連

となって弧を描くような状況で分布していること

奈良市埋蔵文化財調査センター速報展示資料 No.15

から、埴輪は古墳の裾に沿って円形に樹立されて

いたことがうかがえます。

以上のことを考慮し、古墳の形状を推測すると、

六条野々宮古墳は、円墳、あるいは前方後円墳

(今回検出した部分が後円部)の可能性が考えら

れます。ここでは、円墳と仮定した場合の復元を

試みました。概ね径30m前後の円墳となり、奈良

市内で発見されている円墳の中でも、かなり大規

模なものになります。

立地条件もよく、丘陵の突端に位置しており、

東は柏木町付近からJR奈良駅方面、南東の方向
は大和郡山市域の一部を見渡せる展望の良い所で

もあります。このようなことも含めて考えると、

六条野々宮古墳の被葬者は、この地域を統括して

いた在地の有力者であったことを想起させられる

のです。

苓

※点線は同簡壇輸列の想定位置

墳丘復元図
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い  ど

平成14年度に、奈良市教育委員会が奈良市杏町

内で実施した発掘調査で、ココヤシの実を加工し

て作られた容器が出土しました。

調査地は、平城京の条坊復原では左京八条二坊

五坪の南東隅付近に当たり、周辺では過去の調査

で、古代の建物の柱穴や、中世の上坑・溝、時期

不明の井戸などの遺構が見つかっています。

今回は318m2の発掘区を設定して調査を行った

ところ、古代の井戸 1基、掘立柱列 3条、中世の

井戸 2基、溝 2条、土坑 1基、時期不明の井戸 1基、

土坑 1基等の遺構が検出されました。

ココヤシ製の容器が出土したのは、古代の井戸

からです。この井戸は、発掘区の中央やや北西寄

りの場所で見つかりました。井戸の掘形は、径約

■4mの平面円形で、円筒状に掘られていました。

枠は、一木の丸太を創 りぬいた極めて巨大なも

ので、径は約1.Om、 残存する高さは約2.5m、 厚さ

は最大8cmも あります。枠の下には丸瓦が敷かれ

ていました。

また、水溜として、長径約0,7m、 高さ約0.55m、

厚さ約lcmの曲物を据えていました。曲物本体を

締めて形を保つ籠は3条ありました。

井戸枠の中に堆積していた上の中から、ココヤ

シ製容器のほかに、 9世紀前半頃の特徴を持つ土

師器皿 (ほぼ完存 )、 そして須恵器の破片や丸瓦、

平瓦が出土しました。このことから見て、井戸は

都が平安京に遷ってしばらく後の頃に使用されて

いたと考えられます。

古代の井戸からココヤンの実

平城京跡 (左京八条二坊五坪) 奈良市杏町

調査地位置図 1/20,000

10cm

ココヤン製の容器

ココヤシの実の内部には、「内果皮」と呼ばれ

る木質の固い殻があり、今回の出土品は、その部

分をほぼそのまま利用して作られています。ただ

し、発芽孔の部分の穴をさらに大きく広げて、約

3.Ocmほ どの了しに加工しています。表面の加工は、

外周の繊維質を除去した他は、ほとんど手を加え

ていないようです。高さは12.3cm、 横幅は9.8cm

で、一見して長細い形をしています。形状等から

みて、おそらくは容器として使用されていたもの

と推測されますが、底が尖ったままなので、中身

を入れた状態で置くことはできません。外面には

「手ずれ」の跡などのような、使い込んだ痕跡は

ほとんどありませんでしたので、日常品として

頻繁に使用していたとは考えにくいでしよう。

出土ココヤシ製品図 1/4
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植物としてのココヤンから ココヤシとは、元
来熱帯地方が原産地の植物です。現在の日本国内

でも、沖縄などのような温暖な地域では、数多く

自生してはいますが、結実することはほとんどな

いとされています。よって現在では日本国内では

実を産出することはできず、全て海外からの輸入

に頼っています。

仮に、ココヤシ製の容器が出土した井戸が使わ

れていた頃の日本列島の気候が、現在の気候とあ

まり変わらなかったのであれば、このココヤシの

実は、日本列島以外の温暖な地域から、もたらさ

れたものと推定することができます。

その経路としては、大きく二つの可能性が考え

られるでしょう。ひとつは、熱帯からの海流に乗

って自然に漂着したものが海浜に打ち上げられ、

そして人に拾われた可能性があります。また一方

では、海外地域との交易活動等により人為的に運

ばれてきた可能性も考えられます。

今回出上したココヤシの実の体型を観察してみ

ると、大きな特徴が見受けられます。それは、内

果皮の高さと胴体の横幅の寸法とを比較すると、

高さの方が大きいことです。現在世界各地に普及

している品種は、今回出土したものとは異なり、

高さと胴体の横幅が概ね同じサイズになっていま

す。つまり、球形に近い体型をしていて、今回の

出土物とは大きく異なった形をしています。

植物学的には、今回出土した実は「先祖種」と

して考えられており、かつてはヤシ種の主流を占

めていたとされています。ところが、大航海時代

が到来し、ヤシの実を船に積んで中の胚乳波を飲

み水代わりに利用することが盛んに行われた結

果、しだいに比較的多量の水分を含むタイプのヤ

シの実が好まれるようになりました。そして、そ

うした品種が人の手によって選抜されて、プラン

テーション農業で栽培されるようになった結果、

現在の品種が世界中に普及することになりまし

た。一方で先祖種とされる長細い形の実の品種は、

今では極めて少なくなってしまったのです。

ココヤン製品の実例から 本品の類例として
は、正審洗箭審に収められている宝物の中にかな
り類似した形態の品があります。ただし、正倉院

奈良市埋蔵文化財調査センター速報展示資料 No.16

胚

内果皮

中果皮

胚乳

外果皮

胚乳液

ココヤシ果実の形態と名称 模式図
(杉村順夫ほか著『ココヤシの恵み』裳華房 1998 より転載)

宝物の例では、ココヤシ内果度の上面を人面に見

立てた加工 。装飾が施 してあ ります。すなわち、

元々ある発芽孔を広げて容器の孔 とした部分を回

とし、また残 りの二箇所の退化発芽孔の痕跡を目

の部分 として見立てて、墨等で日玉の模様を描 き

入れています。

このような装飾は、時代 。地域を問わず、ココ

ヤシの実を利用した加工品に時折みられるものな

のですが、今回の出土品についてはそのようなレ

イアウト上の意匠工夫をした様子があまり見受け

られません。口を広げる際に、人面を想定してバ

ランス良く加工しようとした意図が見受けられ

ず、また孔の加工状況も正倉院宝物に比べるとや

や稚拙です。さらには、他の二つの退化発芽孔に

墨などで装飾を施した痕跡についても、確認でき

ませんでした。

なお、ココヤシの実や、それを用いた製品は、

全国各地で数例の出土例が報告されています。古

くは縄文時代や弥生時代の遺跡から出上したもの

もありますが、そのほとんどの例は形状的には先

祖種の体型をしており、前述のような植物学上の

説を裏付ける結果ともなっています。

今回出上したココヤシ製容器は、平安京に遷都

した後とはいえ、まだ多くの生活者が居たと推定

される 9世紀前半の平城京の宅地跡で使用された

と考えられます。この製品の素材であるココヤシ

の実が、果たしてどのような経路をたどってもた

らされたのかは定かではありませんが、古代の都

市において、ココヤシの実か、あるいは製品が稀

少なりとも流通し利用されていた可能性を宗良す

るものであり、極めて貴重かつ興味深い資料とし

て位置付けられます。

退化した尭芽孔跡
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さいだいじきゅうけいだい            うめがめ

西大寺旧境内で発見された埋甕遺橋

西大寺旧境内 奈良市西大寺本町

調査地位置図 (1/20,000)

平成15年度に、奈良市教育委員会が西大寺旧境

内で実施した発掘調査で、古代の埋養遺構が見つ

かりました。発見された場所は、現在の西大寺の

北北東約300m付近にあります。この場所は、西

大寺の伽藍復原では食堂院跡推定地に該当してい

ます。食堂院とは、僧侶が食事を摂る場所です。

発掘調査は、合計332m2の 発掘区を設けて実施

しました。その結果、古代の埋奏遺構と凝灰岩列、

掘立柱穴列、礎石据付穴、条坊 (道路)側溝、そ

して、中世の上坑などの遺構が見つかりました。

今回の調査では、埋奏遺構は合計28基分を確認

しました。埋奏は、約1.5mの 間隔で据えられてお

り、その列は発掘区外の北側および南側へと延び

ています。遺構の様子からみて、少なくとも調査

地内では東西 4列、南北13列分の埋奏の存在が想

定されます。

埋められている奏は、いずれも古代の須恵器で、

胴回りの径は1.0～ 1.2mく らいと推測されます。発

掘調査で検出された時には、下部の約1/3の部分が

地中に埋まった状況で、その内部には奏自体の破

片や古代の軒瓦などが多 く落ち込んでいました。

その中には、わずかながら土師器も含まれていて、

遺構が埋まった年代を特定する手がかりとなりま

した。これらの埋奏遺構が廃絶するのは、およそ

9世紀末～10世紀の初頭頃と考えられます。

また、この埋甕遺構の西側で、埋甕遺構に並行

する形で南北に連なる凝灰岩列も検出しました。

これらの凝灰岩列は、残り具合があまり良くなく、

詳細なことはわかりませんが、平城京内寺院の主

要伽藍の基壇でよくみられるような積み方ではな

いようです。ただし、一部には板状の石を置くな

ど、階段の跡ではないかと見受けられるような場

所もあり、何らかの建物の外周を形成していた基

壇の一部である可能性があります。そして、この

凝灰岩列が廃絶する時期は、遺物の年代からみて、

やはり9世紀末から10世紀初頭頃とみられます。

調査では、遺構の存する面が後世に削平されて

おり、埋甕遺構群と凝灰岩列との関係を直接知る

ことはできませんでした。しかし、二つの遺構の

位置関係や廃絶した時期がほぼ同じであることか

ら考えると、これらは一体の遺構であった可能性

が高いのではないかと推測されます。

ところで、創建当時の西大寺の伽藍の規模など

を伝える「茜笑寺春謝完識  (宝亀11〔 780〕 年)

によりますと、食堂院地区には厨 (台所)や倉と

いう名称の付いた建物がいくつかあったことが記

されています。そのように考えていくと、調査地

はこの食堂院地区にあたるのですから、当然、厨

や倉に伴って何らかの貯蔵施設があった可能性も

推測できます。

埋奏遺構は、これまでに平城宮内や平城京内で

もいくつかみつかっており、食料などの貯蔵を目

的とした施設であったものと考えられていますの

で、今回の埋奏遺構群の発見は、それが「西大寺

資財流記帳」に書かれている建物や施設そのもの

であるかどうかは別として、食堂院に関連性のあ

る貯蔵施設であったことは充分に考えられます。

なお、今回の埋養遺構群の規模は、平城宮・京

内で確認されている例と比較すると、かなり大規

模であることがわかります。こうしたことから、

当時の西大寺食堂院内の様相を示す遺構として、

きわめて注目されます。
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奈良市埋蔵文化財調査センター速報展示資料 No.17

遺絡番号 時期 柱間規模 甕六数

南北

奈良前半 東西

Ё酒司 案良前半

奈良前半 東西

奈良中頃 東西

薔酒司 奈良中頃 南北

奈良中頃 南北

茶良中頃

奈良後半 南北

奈良後半 南北

琶酒司 奈良後半 南北

奈良後半 東西

奈良後半 東西

落純官街北区画 奈良初頭 南北

奈良前半 南北

奈良前～中 束西

博稿官衛北区画 奈良中頃 東西

奈良後半 南北

内裏東外郭北 平安初頭 東西

SA17804 17895) 平安初頭 東西

奈良前～末 東西

ぬ膳司 東西

奈良前半 東西

奈良後半

大膳職 奈良後半 南北

奈良後半 束西

大謄職 奈良後半

平安初頭 南北

平安初頭 東西

左 つ 奈良後半

奈良前半 東西 2)× 2

奈良中頃 東西 3)X2
奈良 東西

奈良後半 南北

奈良後半 東西

奈良後半 高北

奈良後半 東西

茶良 東西 2)X2
奈良 東西

左 3 奈良末～平安初

奈良前半

遺構平面図 (1/200)

平城宮・平城京で確認された埋甕遺構

玉田芳英「平城宮の酒造り」

(1～ 29は平城宮跡で、

『文化財論叢」』奈良文化財研究所

官衛名など、その他は平城京跡で、

2002 よリー部抜粋

条・坊・坪で示した)

宮衛・条坊など 遺構番号 時期

賽良末平安初 南北 5)× 2

奈長後半 東西

奈良 南北

奈良後半 東西

左 奈良 東 西

奈長 東西

奈良後半 ? 東西 推定16

左 4 4
奈良 東 西 6)× 4

奈良後半 ? 南北

奈良後半 ? 南北

奈長 東西 3)× 2

左 7 1 奈長茉～平安初 東西

奈良末～平安初 東西

奈良後～末 東西

奈ミ

奈良 東 西

奈良中～後 南北

奈良

奈良後半 東西 推定18

右 2 3 奈良末 東西

奈良末 南北

奈良末

奈良末

奈良末

奈良 南北

奈良 南北

右 2 3 6 奈良

奈良 南北

奈 史 南北

南北

奈良中頃 東西 (5)→ 11

笑良 東西

茶良中頃 ? 東西

美良後半 束西 (6)

奈良後半 東西 20-6

箕良後半

笑良後半 南北

右 8 寮長後半 南北 推定13

箕良後半 南北
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)かわ

:河］勅 古代の人工河川―
平城京東堀河跡 奈良市大宮町四丁目

調査地位置図 (1/10,000)

近鉄新大宮駅から南西へ徒歩 3分ほどの場所

で、民間の開発工事に伴う事前の発掘調査を実施

したところ、奈良時代の掘立柱建物をはじめ、大

量の遺物を含んだ東堀河、護岸施設等、数々の遺

構を検出しました。東堀河は、奈良時代につくら

れた人工の河川で、物資の運搬をするにあたって

重要な位置をしめていたようです。この地域で東

堀河を発見した意義は大きく、東堀河の施工計画

を知る上での重要な成果となりました。

調査の概要 東堀河が検出された場所は、平城
京の条坊復元では、左京三条三坊十一坪に相当す

るところです。

今回検出した東堀河は、川幅が何回か変わった

ようで、一番狭い時の川幅は約5。 lm、 広い時は、

西岸が発掘区外となるため正確な川幅はわかりま

せんでしたが、幅12.2m以 上もありました。掘形

は 2段掘りで、東岸には、幅約2.0～ 3.2mの テラス

(平坦面)があり、以下なだらかに川底へいたり

ます。川底の形状は、一部侵食されていますが、

ほぼ平坦です。最深部は、検出した面からの深さ

が約1.5mあ り、また、川底の標高 (発掘区の北端

60.5m、 南端60.3m)か らみて、東堀河の水は、こ

れまで通り、北から南へと流れていたことがわか

りました。

東堀河が埋まった土 (堆積土)は、大きく4層

に大別でき、上から順に黄灰色系の粘土・灰色砂

質土 (上層)、 黒灰色粘土 (中層)、 灰色砂礫 (下層)、

灰色粗砂 (最下層)と なっています。川底に最下

層の砂 (厚 さ0.3m)が堆積 した後に、一旦、東掘

河の幅を狭めた時期があり、部分的に護岸工事を

行なった形跡が残っていました。この時の東堀河

の幅は約5。4mで、西岸に沿って南北 1列 に木杭を

打ち込み (14本分検出)、 東ねた小枝を杭の西側に

あてがい、黒色粘上で回めて養生していました。

水の侵入をせきとめるための工事と考えられます

が、灰色砂礫 (下層)が堆積 した頃に再び川幅が

広がり、護岸抗がまたたく間に埋没した様子がう

かがえます。この下層と最下層の堆積土は、明ら

かに流水によるものであり、当時の東堀河の水流

がかなり激しいものであったことを示していま

す。中層の黒灰色粘土が堆積した頃は、水が淀ん

だ状態になっており、川幅は5,lm、 深さも1.Omと

小規模になります。この頃は、悪臭の漂う汚い川

になっていたのではないでしょうか。上層に堆積

している黄灰色系の粘土および灰色砂質土は、東

堀河を最後に埋めた土です。東堀河は、10世紀前

半頃までにはその姿を消すようです。

東堀河の出土遺物 奈良時代から平安時代にか
けての上器、土製品、瓦、木製品、金属製品、銭

貨が遺物整理箱で約70箱分出土しました。日常雑

器の他に、斎串、人形、土馬、人面墨書土器等の

祭祀遺物も見つかっています。これまでの発掘調

査でも東堀河からは多量の祭祀遺物が出上してい

ます。このことは、東堀河は物資運搬だけではな

く、平城京の住民にとっては祭祀を行なう絶好の

場であったことを物語っているのでしよう。

東堀河東岸の空間地 今回の調査では、東掘河
の東岸で掘立柱建物を検出しています。建物は、

東岸から2.Om以上の間隔をあけて構築されていま

した。過去に実施した東堀河の調査例でも、東岸

に沿って約3.0～6.Om幅の空間地があることが判明

しています。この空間地は、一種の道路として使

われていた可能性が高いと考えられています。

正三諷 g者雇〒¬匿護静＼
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東堀河と西堀河 平城京の堀河について、もう
少し詳しく記しておきます。平城京や平安京には、

物資を運搬するためにつくられた堀河が 2条あり

ます。左京にあるのが東堀河で、右京にあるのを

西堀河と呼んでいます。

平城京の東堀河は、これまでの発掘調査で、左

京四条三坊十坪から南へ向かって流れ、九条大路

を突き抜け、平城京外約50mま でつくられていた

ことが半J明 していましたが、三条以北がどのよう

になっていたのかわかっていませんでした。

今回の調査で、三条の地域にまで施工されてい

たことが判明しましたので、東堀河はこれまで考

えられていたところより、もう少し北からつくら

れており、奈良時代に左京二条大路付近 (現在の

奈良市埋蔵文化財調査センター速報展示資料 No.18

近鉄新大宮駅の西側)を西流していたと考えられ

ている旧佐保川から端を発している可能性が高ま

ってきました。

一方、右京にある西堀河は、本格的な発掘調査

が行われていないため、どのような構造で、どこ

を流れていたのかよくわかっていません。「護国

寺米奨請等縁亀」ゃi萎鵡 巡の文献資料中に
西掘河についての記載があり、位置関係等の検討

から、現在の秋篠川を西堀河と呼んでいたことが

わかります。現在では、秋篠川が西堀河であると

の説が有力です。平城京廃都後に西堀河としての

機能が失われても、もともと自然の河川である秋

篠川は、東堀河とは違い、現在に至るまで埋めら

れることもなかったのでしょう。

今回の調査地 平城京左京三条三坊十一坪 (市・H」第499次調査)

地図番号1 平城京左京四条三坊十坪 (市・HJ第314次調査)

地図番号2 平城京左京六条三坊十坪 (市・HJ第234次調査)

地図番号3 平城京左京六条三坊十坪 (市・H」第52次調査)

地図番号4 平城京左京六条三坊十一坪 (市・ H」第138・ 141次調査)

地図番号5 平城京左京八条三坊九坪 (国 。1975年度調査)

地図番号6 平城京左京八条三坊十坪 (市・TI第 4次調査)

地図番号7 平城京左京九条三坊十一坪 (国・1982年度調査)

地図番号8 平城京外 (市・ H」第296次調査 )

平城京の東堀河 。西堀河と調査地位置図・表

―-13-―
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平城京の条坊道路 交差点と橋

平城京跡 (左京五条四坊) 奈良市大森町

調査地位置図 (1/10,000)

JR奈良駅から南へ500m程の場所に広がる水
田地帯で進められている奈良市の区画整理事業に

関連して、発掘調査を行ったところ、平城京東四

坊大路と五条条間北小路の交差点を明らかにする

ことができました。また、大路、小路それぞれの

道路側溝に架かる橋が残っていることもわか り、

奈良時代の道路事情を知る貴重な成果を上げるこ

とができました。

調査の概要 これまで、今回の発掘区の北側で

平成13・ 14年の 2カ 年にわたり発掘調査を行って

おり、東四坊大路とこれに面する左京五条四坊十

六坪の宅地を見つけています。また、平成13年に

は西へ 2坪分行った東四坊坊間路と五条条間北小

路の交差点でも調査を行っており、東四坊坊間路

の東側の道路側溝と五条条間北小路の南北両側の

道路側溝を見つけています。これらの調査により、

この周辺では地形との関係から、南北方向の道路

排水が、最も地形の低い位置にある五条条間北小

路の道路側溝に集められ、西へ流されていること

がわかっていました。

今回の発掘調査で発見した遺構には、東四坊大

路とその東側の道路側溝、五条条間北小路とその

南北両側の道路側溝、道路側溝に架かる橋、側溝

の護岸、五条五坊一坪の東面及び南面を区切る築

地塀、その塀の雨落溝、排水のための暗渠、宅地

内の建物、塀、溝、土坑があります。

東四坊大路と五条条間北小路の交差点を検出し

ましたが、このとき条間北小路の北側道路側溝が

東四坊大路の路面を横断するように造られている

ことが明らかになりました。

東四坊大路は幅が17.4mあ る南北方向の道路で

す。路面は中央から両側の道路側溝に向かい緩や

かに下り、蒲鉾状になっています。道路の中軸線

に合わせて、条間北小路の北側道路側溝を渡る木

橋が架けられていました。この橋の上流側には、

多くの楽記撞場が逸まっていて、災筈峯讐圭幕ゃ、

ミニチュア土器、土馬、斎串、大型の人形などが

出上しました。さらに、道路側溝の北岸近 くから

多くの馬の骨も出土しています。また、この橋の

近くでは側溝からの水の溢れによって路面が大き

く浸食され、溝が最終的に埋まる段階では溢れた

水で湿地状になり、通行可能な路面幅は3m程度

になっていました。この状況は条間北小路との交

差点南側でも同様に見られ、側溝の水が想像以上

に路面に溢れていたことが窺えます。

一方の五条条間北小路は、道路の幅が6.7mあ る

東西方向の道路です。道路の中軸線よりやや南寄

りの位置で、東四坊大路の東側道路側溝を渡るた

めの橋が架けられていました。

条坊道路の交差点 今回の調査で確認した条坊
道路の交差点では、交差点の路面に道路側溝から

の水が大 きく溢れ、おそらく当時の人は通行に

難解していたでぁろうと貿寛ます。また、大路の

路面を小路の道路側溝が横切り、周辺の地形に合

わせた排水が図られていることがわかりました。

これは平城京の条坊施工にあたり、どの程度当時

の地形が影響したのかを考える上で良好な資料を

得られたと言えましょう。さらに、道路側溝に架

かる橋の近くからは多くの祭祀遺物が見つかって

いますが、これらは道路交差点などで行われる祓、

道 審
の
多獣 もしくは祈雨祭に関連した出土品であ

ると考えられます。どのような人々が、道路交差

点に集まり、まじないに参加したのでしょうか。



平城京で行われる最も大きなまじないが、国家

的行事である大祓でした。この大祓は天皇と都城

を災いから守る目的で行われたもので、朱雀門の

南で毎年 6月 。12月 晦日に行うほか、臨時に大嘗

祭、疫病流各必どに際しても行われました。一方、

平城京の各場所でも、いろいるなまじないが執り

行われていました。

この時代に行われるまじないの多くは招福除災

を目的として、道教の思想に基づき行われるもの

であり、大祓などの国家が行うものと、個人や共

同体が行うものがありました。

平城京の条坊道路や道路の交差点などで行われ

たまじないについて、もう少し見てみましょう。

このような場所で行われるまじないは、大きく祓

に関するものと、雨乞いなどの祈願に関するもの

に分けられると考えられています。

平城京の調査の中で出土するまじないに関係す

る遺物には、人形、斎串、人面墨書土器、土馬な

どがあります。このうち、人形、人面墨書土器な

どは主として祓に関連して用いられる祓具である

と考えられています。この当時、災厄は疫病神や

鬼神が人に取り付くことからおこると考えられて

いましたので、人形や、顔を墨書した土器に城れ

を移して、水に流して械れを祓うのです。この人

形や土器に描かれた顔は疫病神や、鬼神そのもの

を表していました。斎串は、この競れを祓う場所

の結界を表し、祓われた械れを外に漏らさぬため

に用いられます。

一方、土馬は雨乞いのために用いられたものと

考えられています。馬は汎世界的に水神と結びつ

けられることが多く、これを土馬で模し、一部を

打ち欠くことによって、水神への生け贄を提制し

たのです。ところで、牛馬を屠殺して漢神の祭り

に用いることを禁じた記載が F続日本紀』などに

みられます。土馬を用いる一方で、本当に馬を生

け贄とすることがあったのです。雨乞いのためか、

疫神対策のためかは意見が分かれるところです

が、実際に生け贄が都の大路で流行していたこと

は間違いなく、今回の調査で出土している馬の頭

骨もまた、生け贄とされたものであったのでしょ

うか。
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大型の人形 今回の調査で全長75cmを超える人
形が 1点出土しています。奈良時代中頃までの人

形は大きいものでも1尺 (30cm)を 超えるものは

ほとんどありませんでしたが、時代が新しくなる

と徐々に大型化するようになり、奈良時代末から

平安時代には60～ 130cmも あるような大型の人形

が見られるようになります。今回の大型人形もお

そらく奈良時代末頃のものであると考えていま

す。このような大型の人形は、平安時代の御楔の

式次第を記した文献記事に「等身災影」とみられ

るようなものではないかと言われています。

通常の人形 (参考品) 側溝出土の大型品

〃lボ

木製人形図 1/5



い  ど

調査地位置図 (1/10,000)

近鉄西大寺駅から南へ徒歩 5分ほどの場所で行

なった、西大寺駅南地区土地区画整理事業に係る

発掘調査で、漆紙文書が出上しました。

調査地は、平城京の条坊復元では、右京二条三

坊一坪の中央北端にあたりますが、周辺で行なわ

れたこれまでの調査では、奈良時代の遺構はほと

んど残っておらず、中・近世の溝が残っているだ

けでした。

調査の概要 今回は、奈良時代から平安時代に

へいじょうきょう こよみ

かけての井戸 2基、土坑 2基、中・近世の溝など

を検出しました。

漆紙文書が出土したのは井戸からです。井戸の

掘形は、一辺約2.4mの平面隅丸方形です。井戸枠

は、方形縦板組横桟留と呼ばれる構造で、内法は

約0,9mです。この井戸からは漆紙文書のほかに、

8世紀後半から9世紀初頭の上師器、須恵器、漆

が付着した壷、丸瓦、平瓦などが出上しました。

漆紙文書 漆紙文書は全部で12片が出土しまし
た。奈良文化財研究所に解読を依頼した結果、

「オモテ面」には、下記の通り、大行暦による宝

亀 9(778)年 5月 29日 から6月 7日 までの具注

暦が記されていることがわかりました。また「漆

面」にも「去就」「権」「位」「□ [変 力]」 などの

文字が確認できましたが、その内容は不明です。

この具注暦は、漆紙文書としては、都城遺跡で

初めての出土となります。また、大行暦によるも

のとしても、宮城県多賀城跡から出土した宝亀11

(780)年 の漆紙文書よりも古く、最古の例となり

ます。

井戸から出上 した平城京の暦

平城京跡 (右京二条三坊―坪) 奈良市西大寺南町

平
城
京
跡

（右
京
二
条
三
坊

一
坪
）

井
戸
出
土
漆
紙
文
書

（オ
モ
テ
面
）

廿
九
日
乙
亥
火
執

六
月
　

一
日
景
子
水
破

二
日
丁
丑
水
危

［候
力
］

□
鼎
内

大
小

大
□

三
日
戊
寅
土
成

［六
月
力
］

四
日
己
卯
生
成
　
　
謝
唯
劃
側
繭
外

国
日
庚
辰
金
［Ⅷ
ヵ
］
呼
足
　
　
　
大
歳
後

［恩
力
］

六
日
辛
巳
金
開
　
　
　
　
　
　
　
大
歳
後
天
□

［午
木
力
］

七
日
壬
□
□
閉
　
　
大
夫
豊
　
　
大
歳
後
天
恩

（ゴ
チ
ッ
ク
体
は
墨
痕
の
残
る
字
、
明
朝
体
は
復
元
可
能
な
文
字
）
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漆紙文書について 漆 を使用する場所では、
曲物や土器などの容器のなかに漆の樹波を保存し

ます。この時、漆の乾燥を防ぎ、塵や埃を避けて、

常に漆を良好な状態に保つように、和紙を漆液の

表面に密着させて、蓋とします。これを「ふた紙」

と呼びます。塗り作業の際にははずされて廃棄さ

れます。しかし、漆が紙に滲みこむと、漆の力に

より、土中にあっても腐食や劣化はしないので、

残りやすくなります。「ふた紙」は、多くの場合、

役所で不用になった公文書を利用しています。そ

のため、「ふた紙」の発見がそのまま、新たな文

書の発見につながることが多いのです。これを漆

紙文書と言います。「ふた紙」として使用された

反故には両面ともに文字が記されているのがふつ

うです。当時、紙は貴重品であったので、文書が

用済みになるとその裏 (紙背)を再利用しました。

漆紙文書を読み解く際に、「ふた紙」の外側の面

を「オモテ面」と呼び、漆波と密着し、漆が紙に

付いた内側の面のことを「漆面 (ま たは漆付着面)」

と呼んでいます。これは、本来の文書の表と裏

(紙背)と は関係ありません。

具注暦について 具注暦とはいまのカレンダー
のことです。「注」が具 (つぶさ=詳細)に記入さ

れることからこの名があります。具注暦の記載は

大きくわけて上段、中段、下段からなります。

奈良市埋蔵文化財調査センター速報展示資料 No.20

上段は日付、干支、納音、十二直が、中段には二

十四節気、七十二侯、六十卦、望、上 。下弦など

が、下段には毎日の吉凶、禍福など科学的根拠の

ない暦注が書かれています。

律令によると、毎年11月 1日 に陰陽寮が作成し

た翌年の暦を中務者推送 り、中務省が天皇に業エ

します。これを御暦と言います。そののち新年が

来る前に中央や地方の役所に 1巻ずつ支給されま

す。平安時代の『延喜式』によると、天皇用の御

暦 2巻は、上巻 (正月から 6月 )、 下巻 (7月 か

ら12月 )に よって 1年分の具注暦とされます。そ

れ以外に中央や地方の役所に頒布する暦 (頒暦 )

は166巻 と記載されています。これらの書写はそ

の年のうちにすまさなければなりませんから、か

なりの早さで行なわなければなりません。作業の

大変さを物語るように、整 博イこ残る具注暦をは

じめとして、各地で出土している漆紙文書の具注

暦には必ずといっていいほど誤写があります。今

回出土した暦も、本来なら6月 6日 にあるべき

「手足甲」の記載が、1日 ずれた 6月 5日 にあった

り、また、月建記事が書かれていなかったりしま

す。「手足甲」の意味は手と足の甲 (爪)を切るこ

とです。具注暦にはこのようなことまで細かく書

かれていて、当時の人はその指示に従って生活し

ていたものと思われます。

跡ヒ還 名 種 別 年暦 暦 名

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

石神遺跡 (奈良県明日香村)

城山遺跡 (静岡県浜松市)

武蔵台遺跡 (東京都府中市)

秋田城跡 (秋田市)

山王遺跡 (宮城県多賀城市)

平城宮跡 (奈良市)

平城京跡 (右京二条三坊一坪)

多賀城跡 (宮城県多賀城市)

鹿の子C遺跡 (茨城県石岡市)

胆沢城跡 (岩手県水沢市)

胆沢城跡 (岩手県水沢市)10の裏面

大浦B遺跡 (山形県米沢市)
鹿の子遺跡e地区 (茨城県石岡市)

多賀城跡 (宮城県多賀城市)

胆沢城跡 (岩手県水沢市)

東の上遺跡 (埼玉県所沢市)

磯岡遺跡 (栃木県上三川町)

多賀城跡 (宮城県多賀城市)

払田柵跡 (秋田県仙北町)

木 簡
木 簡
漆紙文書

漆紙文書

漆紙文書

木 簡
漆紙文書

漆紙文書

漆紙文書

漆紙文書

漆紙文書

漆紙文書

漆紙文書

漆紙文書

漆紙文書

漆紙文書

漆紙文書

漆紙文書

漆紙文書

持統天皇 3(689)年具注暦
神亀 6(天平元、729)年具注暦
天平勝宝 9(757)歳具注暦
天平宝字 3(759)年具注暦
天平宝字 7(763)年具注暦
年未詳具注暦

宝亀 9(778)年具注暦
宝亀11(780)年 具注暦

延暦 9(790)年具注暦
延暦22(803)年具注暦
延暦23(804)年具注暦
延暦23(804)年具注暦

年代未詳 (延暦年間力)具注暦
弘仁12(821)年 具注暦

嘉祥元 (848)年具注暦

年未詳具注暦

年未詳具注暦

年未詳具注暦

年未詳具注暦

元嘉暦

儀鳳暦

儀鳳暦

儀鳳暦

儀鳳暦

儀鳳暦カ

大街暦

大行暦

大行暦

大行暦

大行暦

大行暦

大行暦

大行暦

大行暦

大行暦カ

宣明暦カ

不明

不明

出土した古代の具注暦

-17-



埋もれていた佐紀の大型古墳
ほ っtサ じ かい と

(仮称)法華寺垣内古墳/平城京跡 奈良市法華寺町

調査地は、平城京の条坊復原では、左京一条三

坊四・五坪にあたります。四坪・五坪ではこれま

でに調査が行われておらず、今回が初めての調査

です。

調査地の西側には、法華寺や海龍王寺がありま

す。法華寺は、もとは平城京遷都に大きな力を発

揮した藤原不比等の邸宅でしたので、この周辺に

は有力な貴族が住んでいたことが想定されます。

調査地は四坪と五坪にまたがっており、その間

の坪境小路を確認することやそれぞれの宅地内の

様相を知ることなどを目的に、 6つ の発掘区に分

けて調査を行いました。ところが、坪境小路はな

く、また、奈良時代の遺構は少ないことがわかり

ました。坪境小路がないということは、四坪と五

坪が同一の宅地として利用されていたのかもしれ

ません。

また、奈良時代の遺構のほかにも、古墳時代や

平安時代、鎌倉時代の遺構も見つかりました。

さ き  おおがた こ ふん

新発見の古墳 古墳時代の遺構では、古墳の
葺石と周度を部分的に検出しました。この古墳は、

新発見の古墳で、土地の字名から仮に法華寺垣内

古墳とよぶことにします。

この古墳は、葺石を検出した位置から推測する

と、後円部を北にした南北方向を主軸とする前方

後円墳になると考えられます。全体の規模はわか

りませんが、前方部の前端幅は約65mに なりそう

です。

今回3ケ所で検出した葺石は、前方部の東、西、

南 (前端)の葺石にあたると思われます。前方部

東側の葺石は崩れており、残り具合があまりよく

ありませんでしたが、西側と南偵Jと ではよく残っ

ており、大型の石材を基底石に使っていることが

わかりました。西偵Iの葺石は高さ0。9m分が残って

いました。葺石の石材は、九みをおびず、角を残

すものが多いという特徴から、佐保川の河原石が

使われているようです。

調査地位置図 (1/15,000)

-1計



佐紀古墳群と法華寺垣内古墳 調査地の北側に
は大形前方後円墳を含む佐紀古墳群が存在し、北

約200mの ところにはウワナベ古墳やコナベ古墳が

あります。法華寺垣内古墳も佐紀古墳群を構成す

る古墳の一つになると思われます。

法華寺垣内古墳では、円筒埴輪や朝顔形埴輪、

家や盾や蓋を象った形家埴輪が出土しています。

円筒埴輪の特徴から、この古墳は 5世紀前半頃の

古墳と考えられます。これは、コナベ古墳とほぼ

同じ時代と考えられます。

平城京と古墳群 佐紀古墳群では、平城宮・平
城京造営の際に壊された古墳が、発掘調査で、い

くつかみつかっています。調査地の周辺では、ウ

ワナベ古墳の東南でみつかった平塚 1・ 2号墳や

コナベ古墳の南でみつかった木取山古墳がそれに

あたります。おそらく、法華寺垣内古墳もそれら

と同じく、平城京造営の際に削平されたものと思

われます。奈良時代のできごとを記した『続日本

紀』には、都を造るにあたり、墓を壊した際には

手厚く葬れ、という命令がでていることが記され

ています。
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前方部西側の葺石図 1/50

ところで、前方部の東南角で検出した石積みは、

西側や南側の葺石とは斜面の傾きが異なり、石が

置き直されているように見られます。石材も意識

的に小ぶりの円礫が使われているように思われま

す。平塚古墳では奈良時代に古墳の葺石を園池の

一部に利用しており、法華寺垣内古墳でも同様に

古墳の葺石が庭園に利用されたかもしれません。

法華寺東方出上の長持形石相

法華寺垣内古墳に関して、興味深い資料があり

ます。それは、法華寺の東方、通称一条通りで出

土したと伝えられる長持形石棺の蓋石の破片で

す。出土地は、調査地のすぐ南にあたります。こ

の石棺は、現在、横浜市の三渓園にあります。

長持形石構は、古墳時代中期の組合わせ式の石

棺で、蓋石、底石と側石 4枚の 6枚から成ります。

また、長持形石棺は、全長100m以上、なかでも

150m以上の前方後円墳の埋葬施設として用いられ

ることが多いようです。

法華寺東方出上の長持形石棺は、これまでに平

塚古墳 (全長約70m)や コナベ古墳 (全長210m)

に用いられていた石棺ではないかと考えられてい

ました。新発見の法華寺垣内古墳は、前方部の幅

から推測すると全長が100mを こえると思われ、ま

た、石棺の出土位置とも近接しています。法華寺

垣内古墳がこの石棺を用いていた古墳である可能

性もあるでしょう。

0            1m
i:1:11:IIfI

土生田純之「横浜市三渓国の石棺」1987よ り抜粋

1影多
彩多珍
脅笏  ~? ! 

Ⅲ

梅原末治『久津川古墳研究』1920よ り抜粋

法華寺東方出上の長持形石棺図

(上・下図は同じ石棺)
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こ ふん じ だい   おおがたほったてばしらたてもの しゅうらく

吉墳時代?の大型掘立柱建物と集落

(仮称)西大寺東遺跡/西隆寺跡 奈良市西大寺東町―丁目

近鉄西大寺駅の北200mほ どの場所にある旧正強

学園体育館跡地は、奈良～平安時代の尼寺、西

隆寺跡の北西部に当たります。近隣の調査で、こ

の地には掘立柱建物などの奈良～平安時代の遺構

があることが知られていましたが、平成16年度に

西大寺近隣公園の整備事業に伴い、発掘調査を行

なったところ、奈良時代や中世の遺構とともに大

型の掘立柱建物をはじめとする古墳時代以前の遺

構を多数発見しました。

調査の概要 今回見つかった古墳時代以前の遺
構には、掘立柱建物1棟、掘立柱列 2条、溝12条、

土坑 2基があります。いずれも時期を確定できる

出土遺物がなく、詳細な時期は不明ですが、重複

関係から少なくとも5回の変遷があると考えられ

ます。

この中で注目すべき遺構は、幅20～ 30cmの溝に

囲まれた掘立柱建物で、平面の規模は確定できな

いものの、北に対し約22度西に振れる大型の建物

と考えられます。身豊窃ょ、長辺1.3～ 1.7m、 短辺1.0

～1.2mの長方形を呈し、深さ1.0～ 1,lmと 非常に大

型です。この内、東端 と中央の柱穴には、檜製の

角柱が良好に残っていました。東端の柱が22 cm×

55cmで高さ70cm、 中央の柱が17cm× 55cmで高さ

85cmま で残っていました。東端の柱は長辺を東側

に、中央の柱は長辺を北側に向けて据えられてお

り、ちようど建物の壁に沿うように立てられてい

たと考えられます。奈良文化財研究所で年輪年代

を測定していただいたところ、この角柱は西暦250

年以降に伐採されたことがわかりました。

奈良時代の遺構には、掘立柱建物 1棟、掘立柱

塀 1条、溝 2条、土坑 1基等があります。掘立柱

建物は梁間 2間 (3.Om)、 桁行 7間 (18,9m)の 東

西棟建物で、昨年北隣の調査で確認した大型の掘

立柱建物と柱務拷揃えており、同時期のものと考

えられます。柱穴からは 8世紀の上器と多量の瓦

が出土しました。

なお、中世の遺構としては、瓦の出土した土坑

が1つ見つかっています。

以上のように、今回の調査では、当初予想され

ていなかった古墳時代以前の遺構を多数検出し、

古墳時代以前の集落の一部を確認できました。な

かでも、角柱が、大型建物の壁に沿った方向に据

えられていた可能性を見いだせたことは、当時の

建物構造を知る上で、貴重な成果といえるでしょ

う。なお、当地から100mほ ど南南束の場所で行

われた調査でも、ほぼ同じ規模・形状・材質の角

柱が見つかっており、それも西暦265年以降に伐

採されたとされていることから、今回見つかった

掘立柱建物と何らかの関連があると思われます。

また、奈良時代の掘立柱建物と西隆寺との関係

は、まだよくわかりませんが、近隣の調査成果か

ら、少なくとも3棟の掘立柱建物が近接して並ん

でいたと考えられます。

調査地位置図 (1/10,000)

―
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建物の平面図 (1/250)
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大型掘立柱建物と西大寺東遺跡 今回見つかっ
た角柱の掘立柱建物跡からは、建てられた時期が

わかるような遺物が出土しませんでしたが、建物

主軸の方向、奈良時代建物との重複関係、柱の年

輪年代からみて、奈良時代より前の遺構であるこ

とが間違いなさそうです。それでは、いつの時代

のものでしょうか。

近鉄西大寺駅周辺の遺構・遺物の分布を見てみ

ましょう。右図は、時代ごとに西大寺駅周辺の古

墳時代以前の遺構・遺物の分布をみたものです。

縄文時代の遺構は、秋篠川西岸の地域に晩期の

溝が 1例みられるのみです。また、弥生時代には、

井芦ゃ竪穴建物とみられる遺構がありますが、秋

篠川東岸に分布しています。

古墳時代になりますと、遺構・遺物の数量が、

増えてきます。その分布は、秋篠川東岸の地域に

もみられますが、今回の調査地に近い秋篠川西岸

の地域に多くみられるようになります。遺構・遺

物には、土坑や掘立柱建物、竪穴建物とみられる

遺構があり、また、河川が運んだ土砂の堆積から

も土器などの遺物がみつかっています。こうした

遺構・遺物は、古墳時代の前期・中期・後期の各

期にわたってみられます。

このように、近鉄西大寺駅周辺には、縄文・弥

生・古墳時代の遺跡が広がっており、地形からみ

て、秋篠川西岸の地域をひとまとまりとして考え

ることができます。これを地名から、仮に西大寺

東遺跡と呼ぶことにします。

ところで、今回見つかった掘立柱建物は、西大

寺東遺跡の遺構・遺物の密度からみて、古墳時代

に建てられた可能性が高いものと判断できます。

そして、建物や柱の規模・形態からみて、集落の

一般的な建物とは、異なるものと思われます。ま

た、こうした建物がいくつか存在することも予想

されます。古墳時代の西大寺東遺跡が一般的な集

落と異なるのか、それとも、一般的な集落の中に

特殊な建物があるのかは、まだわかりません。遺

跡の北西には、大型許男稜常墳を含む注危古墳群

が存在しており、古墳群について考える上でも、

重要な遺跡といえるでしよう。建物の正確な年代

を知りたいところです。
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古墳時代 (1/10,000)
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近鉄西大寺駅周辺の遺構・遺物分布 (縄文～古墳時代)



さいだい じ じ ち

奈良市教育委員会では、昭和63年度以来、近鉄

西大寺駅南土地区画整理事業に係る発掘調査を継

続して実施しています。平成16年度には、西大寺

旧境内で実施した発掘調査で、屋根の大棟の両端

を飾っていた奈良時代の鴎尾が出土しました。鴫

尾の出土例は珍しく、貴重な発見となりました。

この調査は、現在の西大寺境内の東側で行いま

した。平城京の条坊では、右京一条三坊三坪に当

たり、奈良時代後半に西大寺が建立された後は、

主要伽藍の東にある寺地の一角となります。

調査の概要 調査では、1,000m2の範囲を発掘し
ました。現地表下約0.8mで遺構のある面に達しま

す。この面で、掘立柱建物 4棟、掘立柱塀 7条、

井戸 8基、土坑■基などを見つけました。建物の

数に比べ、井戸の多さが目立ちます。

発掘区西半では、奈良時代の終わり頃に桁行 6

間 (16.2m)、 梁間 3間 (8.lm)の西庇付の南北棟

となる大きな建物が建ち、その東3.9m離れた位置

には、建物に平行して、南北13間 (27.Om)以 上

の塀が造られています。

平安時代以降には、小規模な建物とそれを区画

する塀が造られるようになります。そして、最も

新しい塀は近世に入ってから造られたものである

し び

ことがわかっています。

井戸には、奈良時代のものから室町時代に至る

ものまで様々な時代のものがあり、井戸枠が残る

ものと、枠は抜き取られ、井戸底に用いた部材だ

けが残っているものがありました。井戸枠の構造

には、①縦板を方形に組み四隅の柱と横桟で留め

るもの、②横板を方形に積み上げるもの、③石を

円形に積み上げるもの、④瓦を円筒状に積み上げ

るもの、⑤縦板を連結して、円筒状にするものな

ど、多様なものがありました。また、井戸底の水

溜には、板を方形に組み、枡状としたもの、桶、

曲物、奏などが使われていました。

さらに、土坑11基のうちの数基には、平面形や

深さ、埋上の堆積状況を考えると、枠が完全に抜

き取られた井戸と考えられるものがあることか

ら、発掘区内に造られていた井戸の数がさらに増

加する可能性があります。

これらの状況から、一帯は西大寺の寺地として、

長期にわたり利用されていた様子を窺ちことがで
きます孔

今回、発見した鴫尾は、瓦製で、発掘区東半で

発見した平安時代初めの井戸枠内と室町時代の上

坑から、計 2点が出土しました。

西大寺寺地から出上 した鴎尾

西大寺旧境内 奈良市西大寺南町

至謹

R!静日 H丁 姉□ 1全

調査地位置図 (1/10,000)
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屋根の部分名称 (『日本の美術第392号 鴎尾』から引用)



鴎尾とは 瑞尾は、屋根の大棟の両端を飾る瓦
の一種です。飛鳥時代に中国から日本に伝えられ、

宮殿や寺院の主要な建物に飾られたと考えられて

います。瓦製のほか、石 。銅・鉛 。木製の鴎尾が

あったようです。古代の鴎尾は、飛鳥寺、四天王

寺、山田寺などの出土品や唐招提寺の伝世品が有

名です。特に唐招提寺金堂の屋根を飾っていた瓦

製鴫尾は、現存する唯―の奈良時代のものです。

文献中の鴎尾 平城京内の寺院に飾られた鴫尾
については、文献にもその存在が記されています。

奈良時代の『茜実寺春謝為訂ぽ』、山醗筆球鉾讐』
には、西大寺薬師金堂や法華寺阿弥陀浄土院金堂

で、金銅製鴫尾が使われていたとする記録があり

ます。また、平安時代の史料や絵画からも鴫尾の

存在が窺えます。奈良 。平安時代の宮殿や寺院の

主要な建物には、金銅製を最上級とする鴫尾がの

せられていたようです。

出上した鴎尾 鴎尾は、頭部、胴部、縦帯、鰭
部に区分されています。今回、出土した鴎尾は、

頭部と鰭部の断片です。頭部は、下部に横方向の

突帯 1本が、端部に縦方向の突帯 2本があります。

鰭部は、表裏面ともに段が確認できます。

出土鴎尾鰭部図 (1/8)
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鴫尾の復元 ところで、西大寺の所蔵品の中に、
瓦製鴎尾の頭部があります。形状や大きさ、頭部

に特徴的な突帯 2本があるなど、今回出上したも

のとの共通点があります。今回の出土品と西大寺

の所蔵品をもとに、鴫尾を復元してみると、鰭部

や珠紋帯の表現などが、唐招提寺金堂の瓦製鴫尾

によく似ていることがわかります。おおよそ、下

図のように復元できるのではないかと考えてお

り、非常に立派な鴫尾であったと想像できます。

先述の通り、西大寺では、薬師金堂に金鋼製鴫

尾が飾られていたとはされていますが、瓦製鴫尾

の記録はみられません。今回出土した瓦製鴫尾が、

西大寺のどの建物に使われていたのか、興味の尽

きないところです。今後、調査をすすめていきた

いと考えています。

鴎尾復元模式側面図

ヽ

「
:

(『西大寺防災施設工事発掘調査報告書』
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出土鴎尾頭部図 (1/8)

掲載図を一部改変)



調査地位置図 (1/10,000)

奈良町と京衝道 奈負貯とは、貫括寺・策笑寺
を中心として栄えた近世都市奈良を指し、東西約

1.8km、 南北約2.9kmの範囲は、ほぼ奈良市の旧市

街地にあたります。

この奈良町と京都を結ぶ街道があり、京街道と

呼ばれました。現在の奈良県庁の東から、東大寺

を右に見て奈良坂を越えて京都へ向かう旧国道24

号線がそれにあたります。この京街道は、奈良時

代には平城京の東端の道路である東七坊大路で、

道路を挟んで西側が平城京内、東側が東大寺境内

となっていました。

今回の調査地の今小路町は、この街道の両側に

広がる町で、北は東大寺の転害門から南は焼門に

至 ります。都が長岡巽・平安ギに移った後 も、

「東大寺七郷」の 1つ「今小路郷」として記録に

あらわれています。奈良観光で賑わっていた江戸

時代には、街道沿いの今小路町には多 くの旅籠屋

が建ち並んでいたと記録されています。

発掘調査でわかったこと 調査地は、今小路町
の中央の通りの西に面した宅地部分、つまり平城

京内にあたります。調査の結果、奈良時代から江

戸時代までの各時代の遺構と遺物が見つかり、今

小路町の歴史の一端が明らかになりました。以下

に見つかった遺構を年代順に見てみましょう。

奈良時代 掘立柱建物 2棟、井戸 1基、土器埋

納土坑 1基、溝 1条があります。建物は、中小規

ょうきょう

稜鏡

模のものと考えられ、井戸からは奈良時代中頃の

土器が出上しました。

平安時代 井戸 3基のほか、多数の土坑と柱穴
が見つかりました。井戸は、平安時代中頃 (10世

紀前半)と 後半 (■世紀末～12世紀)の ものとが

あ ります。この井戸の 1つ から後述する唐草双

鳥紋六稜鏡と呼ばれる鏡が出土しています。井戸

は径約1.Omの 平面円形で、底近くでは隅丸方形に

なります。深さは約1.6mで 、枠は見つかりません

でした。鏡の出土状況は不明ですが、土器や瓦と

ともに丼戸の埋土から出土しました。出上した土

器から、11世紀末に埋められたことがわかります。

鎌倉時代 井戸 1基と多数の土坑と柱穴が見つ

かりました。目を引くのが、東西約9.Om、 南北約

6.4mの平面方形の大きな土坑です。中には何百枚

もの上師器皿が捨てられ、その多 くは割れずにそ

のまま出土しています。このような土坑は、奈良

町遺跡内でしばしば発見されています。これらの

土器は、神前での宴会に用いられた食器と考えら

れています。このような宴会をとおして、当時の

人々は「郷」内の結束をかためていったようです。

室町時代 土坑と柱穴のほか、蔵の跡が見つか
りました。蔵の中には、常滑焼と備前焼の大奏が

半ばまで埋め込まれて、整然と並んでいたようで

すが、6個 を残して他は持ち去られていました。

復元すると、2棟以上の蔵に37イ固以上の甕があっ

たようです。1つの奏は、径約80～ 90cmと 一抱え

もあり、200～ 300ゼ ほどが碁量があると推定でき
ます。全部の甕が使われたとすると7,000～ 10,000

をつまり約10ト ンの旗体が貯蔵できることになり

ます。残念ながら、液体の種類は不明です。

江戸時代 井戸、土坑のほか、石組土坑、石組
溝が見つかりました。この時代の今小路町は大き

な火災にしばしば見舞われます。調査でも火災を

示す焼けた瓦や上が見つかっており、災害を何度

もくぐり抜けてきた今小路町の人々の姿が、偲ば

れます。

へいあん じ だい

卿とハ完存 していた I平安時代の鏡

平城京跡 (左京二条七坊十五坪)。 奈良町遺跡 奈良市今′よヽ路町
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悟弩藪て絞笑緩議
う
鏡は、ほぼ完全な状態で出

上しました。面径は9.5cmで 、重さは85gあ りま

す。稜がある円弧 6個を連ねた花形の外形で、六

稜鏡といいますが、平安時代の鏡の多 くは人稜鏡

で、六稜鏡は少ないものです。

鏡背 (紋様のある面。これに対してものを映す

面はず喬析の紋様は、旨議で衡虚と外虚とに分か
れています。内区には、中央の鉦 観 崖)を 中心

に、鳥と唐草紋を各 2個ずつ対称に配置していま

す。鳥は両方の羽を上に広げ、 2本の足は地を蹴
っているようです。長い尾も見られますが、鋳上

がりが悪く、顔や羽毛の表現が潰れてはっきりし

ない部分があります。また、外区には、雲のよう

な紋様 6個を連ねますが、これも鋳上がりが悪く

判然としません。

鏡の鋳造 これら鏡背の紋様が鮮明でないこと
は、当時の鏡製作技術が大きく関わっています。

当時の鏡は、鋳造と呼ぶ技術で作られます。鋳

造とは簡単に言うと、鏡の型 (鋳型)を作って、

それに溶かした金属を流し込んで製品を作る方法

です。この鋳型の作り方が時代によって変わるこ

とが、これまでの研究で明らかになっています。
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今回出上した鏡は「踏返鋳彊も と呼ばれる方法

で作られています。鏡そのものを、生乾きの粘土

に押付け、その紋様を写し取って鋳型を作る方法

です。この方法の利点は、 1枚の鏡から簡単に同

じ複数の鋳型が作れ、同じ物が大量に複製できる

ことです。また複製した鏡からさらに鋳型を作 り、

複製の複製も作れます。しかし一方で、元となっ

た鏡より紋様の細部が鈍 くなり、大きさもやや小

さくなる欠点があります。今回の鏡も複製に複製

を重ねた結果、紋様の鋳上がりが悪くなったもの

と考えられます。

このような作り方から脱却して、新たな作り方

が、平安時代中頃に発明されます。生乾きの粘土

に直接紋様を彫込んで鋳型を作る方法で、彫の深

い繊細な紋様を作り出すことができます。しかし、

鋳型から鏡を取り出す時に鋳型は壊れるので、こ

の方法では同じ紋様の鏡は 1枚 しか作ることがで

きません。以後、江戸時代に踏返鋳造が復活する

までこの方法で鏡が作られます。いわゆる「和鏡」

です。

今回出土した鏡は、古代の唐式鏡から中 。近世

の和鏡へとつながる形態をもつものです。

外区
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古墳時代末期の横穴墓から改葬人骨

墓群 奈良市歌姫町談難禁井答横穴

歌姫赤井谷横穴墓群の発見 歌姫赤井谷横穴墓

群は、奈良市歌姫町から山陵町にかけて東西にの

びる奈良山丘陵 (佐紀丘陵)南端部に位置してい

ます。

この横穴墓群は、昭和29年 に土地所有者の方が

現地の上を採取していた際に偶然発見されたもの

で、通報を受けた奈良県教育委員会が発掘調査を

行っています (1号横穴墓 )。 今回調査 した横穴

墓は、平成15年 に土地所有者の方が 1号横穴墓の

西隣で陥没した穴を発見したのを契機に、市文化

財課と県文化財保存課が現地で横穴墓であること

を確認しました (3号横穴墓)。

3号横穴墓の調査 調査は、平成15年度からは

じめ、15年度は周辺の地形測量を、16年度は 3号

横穴墓の規模を知るための発掘調査を行いまし

た。17年度は奈良大学考古学研究室と合同で横穴

墓の詳細を知るための発掘調査を行いました。

3号横穴墓は、全長約10mで、遺体を埋葬する

玄室と、玄室に至る通路の羨道とに分かれます。

1市f_

0

玄室の形態は、幅約 2m、 長さ約 3mの平面長

方形です。天丼は、崩落しているため、正確な高

さはわかりませんが、約1,7mの かまぼこ形の天丼

と推測されます。

羨道は、長さが6.8mで、埋まった上の層を観察

すると、人為的に 2度閉塞した様子がうかがえま

す。いったん閉じた後に、また開いて追葬を行っ

たと考えられます。

1号横穴墓には陶棺が 2基置かれていました

が、 3号横穴墓には、床面に人骨だけがあり、棺

はありませんでした。

人骨は、玄室の床面の 3か所に置かれていまし

た。それぞれ、数体分の人骨があり、全部で 5体

以上が埋葬されているようです。また、この 3か

所とは離れた位置からも人骨が出上しており、追

葬されたものと考えられます。

含i罪路には、え急幕の誓や礎就、生請幕の雷、寺

環 (2点 )、 刀子があり、土器の形や大きさ等から

6世紀末から7世紀初頭のものと考えられます。

▲
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3号横穴墓の改葬人骨 3号横穴墓では、人骨
が床面の 3か所 (A・ BoC群 )に置かれていま
した。これらの人骨については今後詳しく調べな

いといけませんが、A群には 2体分の、 C群には

少なくとも2～ 3体分の人骨があり、B群 もあわ

せると、少なくとも5体以上が埋葬されているよ

うです。また、足の骨、腕の骨、背骨や、歯など

があり、骨の長さや歯の磨耗度からみると、埋葬

された者の中には子供もいるようです。

B群 についてはよく分 りませんが、A群 とC群

は、それぞれ本来つながっているべき骨がつなが

っていない状態でおかれている (交連状態にない)

ことや、数体分の骨が混在していることから、初

めから3号横穴墓に遺体を埋葬したのではなく、

どこかにいったん葬られて骨の状態になってから

改めてこの 3号横穴墓に埋葬されたもの (改葬 )

と考えられます。

奈良県内では、歌姫赤井谷横穴墓群のほかにも

いくつかの横穴墓群がみつかっていますが、改葬

された例はなく、今回が初めての例です。

改葬が明らかとなっている横穴墓群としては、

京都府人幡市の女谷・荒坂横穴墓群があります。

この横穴墓群で改葬された事例では、出土した人

骨の各部位の位置が本来あるべき位置にないこと

から、遺体をそのまま改葬したとは考えがたく、

横穴墓の外で遺体を骨化させた後、改葬した可能

性が高いと考えられています。また、改葬する際、

概ね全身の各骨が集められており、骨の選別はさ
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歌姫赤井谷3号横穴墓の模式図

(A・ B・ Cは出上した人骨の位置)

れていないようです。ただし、改葬するに際して、

肋骨などの細かな骨を省き、頭蓋骨や骨盤、腕、

足の骨を選別している遺跡の例もあるようです。

歌姫赤井谷 3号横穴墓で認められた改葬につい

ては、どこで骨化されたのか、骨の選別はあった

のか等の問題については、現在のところわかりま

せんが、今後、人骨に残されたデータ (どの部分

の骨が残っているのかや性別、年齢、死因等)の

調査を詳しく行い、上述の問題や被葬者像に迫っ

ていくことができればと考えています。

改:夢阜と は 、「ぃったん埋葬した遺骸を後日

とりだし、あたらしい墓所に埋葬すること」 (小

林行雄・水野清一編『考古学辞典』)です。

改葬の事例は縄文時代からあり、愛知県吉胡

貝塚では、数体分の足や腕の骨を方形に揃えて並

べた内側に頭蓋骨や肋骨などをつめた例がみつか

っています。

また、文献では、6世紀の終わりから7世紀の

初め頃に天皇の改葬の記事が多 くみられます。

『日本書紀』には、587年に崩御し、磐余池上陵に

葬られた用明天皇が、593年河内磯長陵に改葬され

た記事があります。また、推古天皇は、最初竹田

―

吉胡貝塚出土の改葬人骨

皇子の陵に葬 られましたが、後に河内の科長に改

葬 されています。ただ し、7世紀頃の群集墳でも

改葬の例はみつかってお り、天皇など特別な人た

ちだけに行われた埋葬方法ではないようです。


